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1.序　　　地方都市中心市街地では、近年空洞化が進行し、

駐車場や未利用地といった空地が増加している。これまで筆

者らは既報において、栃木県宇都宮市の中心市街地を対象と

して空地の街区構成文１）と履歴文２）、また、連担空地における

空地と建物の構成文３）について報告した。本研究では、空地の

一時利用における設えについて検討する。空地にはイベント

などで一時的に使われ、空地形状や接道条件に応じて家具や

テントなどの要素を設え、休憩所や店舗として活用している

ものがみられる。これらの一時的な空地の設えを捉えることは、

空地の活用により中心市街地の活性化を目指す上で有意義な

ものと考えられる。そこで本研究では空地の一時利用におけ

る設えの特徴を明らかにすることを目的とする。

2.対象地域と研究の概要　　　本研究では、栃木県宇都宮市

中心部を対象地域とし、空地が活用されている事例を調査し

た（図1）。2015年8月から2016年1月までの半年間で、中心

市街地の主要な8つのイベントにおいて、空地が一時利用さ

れていたのは32空地であった（表1）。また､空地の種類として、

非建ぺい敷地のものと建ぺい敷地内駐車場の2種類の空地が

みられた(表2）。

　分析例（図2）では、一面接道する整形の空地全体に椅子・

机や、販売什器、テントを配置し、隣接する建物のトイレを

使用している。こうした空地の一時利用における設えの特徴を、

空地の設え要素と配置（3章）、形状や接道からみた空地の構

成（4章）、隣接建物の使用などの空地の運営(5章）から捉える。

3.空地の設え要素と配置　　　空地の一時利用における設え要

素について検討した結果、休憩所に使われる椅子・机や、店舗

に使われる販売什器がみられ、その他にもトイレブースや、テ

ント、移動式の販売車がみられた（表3）。次に、空地の設え要

素の配置を検討した結果、敷地の手前に配置するものが多くみ

られた（表4）。これらの空地の設え要素とその配置を合わせて

検討し、空地の設えパタンとして整理した（表5-1)。空地の手

前に設え要素を配置するものとして、椅子・机を配置するもの（A）

や、販売什器を配置するもの（B）、トイレブースを設置するも

の(C）がみられた。また、空地全体に設え要素を配置するもの

として、販売什器や、椅子・机、テントを配置するもの（D）や、

販売什器とテントを配置するもの（E）がみられた。
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4.空地の構成　　　本章では一時利用された空地の構成を検

討する。空地形状は整形、不整形ともに半数ずつみられた（表6）。

面積は大規模と中規模が多くみられた（表7）。間口の広さは6m

以上が8割以上であった（表8）。接道面数は、一面接道のもの

が多くみられた（表9）。以上より、面積が中規模以上のものや、

比較的間口が広い6m以上のものが一時利用されやすいという傾

向がみられた。

5.空地の運営　　　本章では一時利用における空地の運営を

検討する。まず、空地の一部を駐車場としているものを検討し

た結果、6割近くが該当した(表10）。また、隣接建物の利用者

が空地を運営しているものが4割ほどみられた（表11）。さらに、

隣接建物を休憩所として使うものや、建物のトイレを使ってい

るものなど、隣接する建物を実際に使用しているものもみられ

た（表12）。

6.空地の設えの特徴　　　空地の設え要素と配置によるパタン

(3章)に、空地の構成(4章)と、空地の運営(5章)がどのよ

うに対応しているか検討した結果、空地の設えの特徴がみられ

た（表5-2）。

　空地の手前に椅子・机を設えるもの(A)では、不整形な空地

の奥を駐車場として利用する傾向がみられた。空地の手前に販

売什器を設えるもの(B)では、建ぺい敷地内の駐車場を使い、

建物を休憩所として使用する傾向がみられた。これは前庭で人

を引き寄せ、奥の建物に誘導する配置であるといえる。トイレ

ブースを空地の手前に設えるもの(C)は、アクセスしやすい二

面接道の空地にみられた。空地の手前に販売什器、奥に椅子・

机を配置し、空地全体を設えるもの(D)では、面積が中規模の

整形のコインパーキングを利用しているものが多くみられた。

これは、手前の店舗で人を引き寄せ、奥の休憩所で人の滞留を

促す配置であるといえる。空地の全体に販売什器を設えるもの

(E)では、隣接する建物の利用者が整形の空地を借りて、出店

する傾向がみられた。　

　以上の空地の設えの特徴を整理した結果、不整形な空地の

沿道に様 な々要素を設える不整形空地・沿道利用(A,C)と、建

物の前庭である建ぺい敷地内駐車場の手前に販売什器を設え

て利用する建物前庭・物販利用(B)、中規模な空地の全体を使

い、手前に店舗、奥に休憩所を配置する中規模空地・全体ゾー

ニング利用（D）、整形な空地全体に販売什器を設え、隣接する

建物の利用者が運営する整形空地・隣接建物による全体利用（E）

の4つの特徴を見出した（図3）。

7.結　　　空地の一時利用における設えについて、空地の設え

要素と配置に運営と構成を重ね合わせて検討した結果、不整形

な空地の沿道に様 な々要素を設える沿道利用と、建物の前庭に

販売什器を設える利用、中規模な空地の全体を店舗と休憩所で

設えてゾーニングする利用、整形な空地の全体設えて隣接する

建物の利用者が運営する利用といった特徴を明らかにした。
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